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第
17
回 

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞
は
公
的
機
関
や
関
係
機
関
・
団
体
が
実
施
し
て
い

る
各
種
表
彰
事
業
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、「
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ

て
」の
名
を
全
道
・
全
国
に
広
め
た
組
合
員
・
組
合
員
組
織
に
贈
ら
れ
ま
す
。

議長を務めた
鈴木裕也さん（左）と吉田直樹さん（右）

　今
年
度
の
農
産
物
は
記
録
的
猛
暑
が
長
期
間

続
き
、
出
荷
数
量
・
品
質
と
も
に
大
変
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
品
目
別
で
は
、
米
穀
は

高
温
に
よ
る
被
害
粒
の
発
生
や
倒
伏
が
品
質
低

下
に
つ
な
が
り
、
米
穀
販
売
額
は
37
・
７
億
円

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
飲
食
業

界
の
需
要
回
復
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
企
画
に

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
令

和
６
年
産
米
に
期
待
が
持
て
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　野
菜
に
つ
い
て
は
、
春
野
菜
は
数
量
・
単
価

と
も
に
順
調
に
推
移
し
た
も
の
の
夏
場
の
猛
暑

の
影
響
を
大
き
く
受
け
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

秋
野
菜
は
高
単
価
で
推
移
し
た
も
の
の
夏
場
の

減
収
が
影
響
し
、
１
１
５
・
６
億
円
と
計
画
を

下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　花
卉
は
イ
ベ
ン
ト
等
の
需
要
が
戻
る
中
、
高

温
に
よ
る
前
進
出
荷
が
影
響
し
販
売
額
は
１

０
・
１
億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　農
産
物
総
体
の
販
売
額
は
１
９
３
・
５
億
円

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　酪
農
畜
産
全
般
に
つ
い
て
は
、
生
乳
需
給
緩

和
が
回
復
せ
ず
、
さ
ら
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
円
安
、
国
際
的
な
穀
物
需
給
の
ひ
っ
迫
な

ど
に
よ
り
飼
肥
料
・
燃
料
価
格
の
高
騰
が
長
期

化
す
る
な
ど
厳
し
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
同
様
に
生
乳
生
産
抑
制
と
個
体
販
売
価
格

の
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
肉
豚
・

そ
の
他
畜
産
が
堅
調
に
推
移
し
１
０
６
・
６
億

円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　最
終
的
に
、
猛
暑
や
コ
ス
ト
高
な
ど
厳
し
い

環
境
の
中
、
農
畜
産
物
販
売
総
額
は
、
３
０
０

億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　農
協
の
経
営
・
事
業
面
で
は
、「
第
６
次
中

期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
振
興
計
画
」
が
令
和

４
年
度
で
終
了
し
、
本
年
よ
り
、
新
た
な
５
ヵ

令
和
５
年
度
の
事
業
活
動
を
報
告

８
千
万
円
を
超
え
る
配
当
を
決
定

　剰
余
金
処
分
案
で
は
、
出
資
配
当
金
と
し
て

出
資
金
１
％
相
当
の
33
百
万
円
の
配
当
を
決
定

し
ま
し
た
。
事
業
分
量
配
当
に
つ
い
て
は
、
肥

料
や
飼
料
等
に
対
す
る
事
業
分
量
配
当
金
50
百

万
円
の
配
当
と
な
り
ま
し
た
。

　総
代
会
で
の
審
議
内
容
や
意
見
・
要
望
は
、

理
事
会
な
ど
で
十
分
な
審
議
を
経
て
今
後
の
農

協
経
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も

農
協
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
計
画
で
あ
る
「
第
７
次
中
期
経
営
計
画
・
地

域
農
業
振
興
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

中
期
経
営
計
画
で
は
基
本
方
針
に
「
新
時
代
を

切
り
拓
く
『
新
た
な
自
己
改
革
』
へ
の
挑
戦
」

を
掲
げ
、
そ
の
基
本
目
標
の
一
つ
と
な
る
「
農

業
所
得
増
大
、農
業
生
産
の
拡
大
」
に
つ
い
て
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
実
践
を
通
じ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

左から順に、森田さん、横道組合長、長内さん、多田さん横道組合長（右）より表彰を受ける長内さん（左）

【
受
賞
者
】

【
感
謝
賞
の
部
】

知
内
地
区

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
青
年
部

　南
渡
島
地
区
青
年
部
　部
長

　長
内 

慶
太 

さ
ん
（
お
さ
な
い 

け
い
た
）

●「
地
方
創
生
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
て
北
海
道
経
済
産
業
局
長

賞
、
全
国
最
終
審
査
に
て
３
社
の

企
業
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
「
北
の

華
」
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
向
上

　多
田 

幸
広 

さ
ん
（
た
だ 

ゆ
き
ひ
ろ
）

●
第
22
回
北
海
道
あ
か
牛
枝
肉
共
励

会
に
て
自
身
２
度
目
と
な
る
最
優

秀
賞
を
受
賞

【
奨
励
賞
の
部
】

八
雲
地
区

　森
田 

洋
平 

さ
ん
（
も
り
た 

よ
うへい
）

●
計
画
的
放
牧
酪
農
へ
の
転
換
に
よ
る

生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み

3

〜
全
９
議
案
を
原
案
通
り
承
認
〜

組
合
長
挨
拶
（
要
約
）

令
和
５
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
お

よ
び
注
記
表
並
び
に
会
計
監
査
人
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

第
22
回
通
常
総
代
会

決
算
報
告

日
　時
／
令
和
６
年
４
月
11
日
　10
時
〜

場
　所
／
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「か
な
で
〜
る
」

出
席
者
／
3
6
1
名

　
　
　
　う
ち
、
本
人
出
席
 

1
6
2
名

　
　
　
　
　
　
　書
面
議
決
 

1
9
6
名

　
　
　
　
　
　
　代
　理
　人
 

３
名

　農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
に
伴
う
労
働
力
不

足
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
背
景

と
し
た
需
要
の
減
退
な
ど
、
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
等
の

影
響
に
よ
り
、
生
産
資
材
・
燃

油
・
飼
料
等
の
価
格
が
高
騰
し
、

農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま

す
。　一

方
、
農
協
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
と
し
て
は
、
日
銀
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解
除
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
即
効
的
な

効
果
は
見
込
め
ず
、
信
用
事
業

収
益
の
減
少
や
円
安
を
背
景
と

し
た
物
価
高
へ
の
影
響
が
著
し

く
、
電
気
料
金
を
始
め
各
事
業

費
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
事

業
利
益
の
下
げ
圧
力
が
強
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
農
業
振
興
の
活

動
の
支
え
と
な
る
経
営
基
盤
を

一
層
強
化
す
る
た
め
、
事
業
機

能
の
効
率
的
再
編
と
、
現
状
に

適
応
し
た
経
営
体
制
へ
の
更
な

る
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
の
経
営
を
守

り
、
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
Ｊ

Ａ
事
業
を
提
供
し
継
続
す
る
た

め
に
は
農
協
の
収
支
改
善
の
取

り
組
み
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　本
年
度
も
、
当
農
協
は
、
地

域
農
業
の
活
性
化
と
農
業
所
得

の
拡
大
に
向
け
、
道
南
農
業
の

情
報
発
信
と
「
安
全
・
安
心
・

安
定
」
し
た
生
産
・
販
売
体
制

の
強
化
に
つ
と
め
、
組
合
員
の

経
営
と
生
活
を
支
え
る
と
と
も

に
農
協
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
さ
ら
に
邁
進

し
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
「
健
全
で
魅
力
あ

る
農
協
づ
く
り
」
を
役
職
員
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
組
合

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
関
係
団
体
な
ら
び
に
行
政

機
関
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
引

き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

横
道
　重
人

議
案

第
１
号

　令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

　
　
　
　分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号

　定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号

　（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程
の

　
　
　
　一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号

　令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

　
　
　
　い
て

第
５
号

　令
和
６
年
度
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴

　
　
　
　収
方
法
に
つ
い
て

第
６
号

　役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号

　役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

第
８
号

　退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労

　
　
　
　金
の
支
給
に
つ
い
て

第
９
号

　第
７
次
中
期
経
営
計
画
並
び
に
第
７

　
　
　
　次
地
域
農
業
振
興
計
画
の
設
定
に
つ

　
　
　
　い
て

報
告
事
項

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
５
年
度
徴
収

　
　・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

特 集
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新任

（学識経験）
南　茂樹

再任

（学識経験）
佐藤　博嗣

常務理事 常務理事 常務理事新任

（学識経験）
新谷　正人

再任

（営農販売・経済委員長　森）
髙瀨　幸巳

再任

（厚沢部）
丹保　勝也

新任

（せたな）
倉田　健

再任

（企画管理・信用共済委員長　厚沢部）
伊勢谷　達志

新任

（せたな）
平川　賢一

再任

（知内）
大嶋　貢

再任

（知内）
東出　雅史

再任

（厚沢部）
小笠原　裕章

再任

（北斗）
森　隆志

新任

（北斗）
髙橋　陽一

再任

（七飯）
佐々木　芳勝

再任

（北斗）
椛澤　健一

5

新
執
行
体
制
、決
ま
る

　第
22
回
通
常
総
代
会
で
29
名
の
役
員
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
令
和
６
年
４
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会

に
て
新
執
行
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　代
表
理
事
組
合
長
に
横
道
重
人
、
代
表
理
事
専
務
に
加
藤
寛

喜
、
代
表
監
事
に
小
澤
大
栄
、
常
勤
監
事
に
稗
貫
昭
光
が
選
任

さ
れ
、
同
日
付
で
就
任
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

再任

（常勤　八雲）
加藤　寛喜

代表理事専務 再任

（常勤　せたな）
横道　重人

代表理事組合長

理

　
　事

　
晩
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４
月
11
日
開
催
の
第
22
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
役
員
選
任
議
案
が
決
議
さ
れ
、
４
月
12
日
開

催
の
第
４
回
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
農
業
・Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
家
の
高
齢
化
、
貿
易
の
自
由
化
に
よ
る
競
争
の
激
化
、

農
業
資
材
や
飼
料
の
価
格
高
騰
、
流
通
業
界
の
規
制
等
に
よ
り
、
不
透
明
で
不
安
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
人
件
費
増
や
、
金
融
情
勢
に
よ
る
収
益
構
造
の
悪
化
、
販
売
事
業
で
は
生

産
抑
制
や
天
候
不
順
等
に
よ
り
、
販
売
高
の
減
少
等
に
つ
な
が
り
、
今
後
は
事
業
体
制
の
再
編
と
収
益
確
保
に

向
け
た
体
制
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
、
第
７
次
中
期
経
営
計
画
と
地

域
農
業
振
興
計
画
の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、「
組
合
員
の
農
業
所
得
向
上
と
地
域
農
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
Ｊ
Ａ
に
な
る
」
事
と
「
地
域
No
・
１
法
人
に
な
る
」
事
を
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
と
し
て
掲
げ
、
組
合

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
「
新
た
な
自
己
改
革
を
実
践
」
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
に
立
ち
戻
り
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
社
会

と
共
に
発
展
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
、
組
合
員
、
各
関
係
機
関
、
各
関
係
団
体
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
並
び
に
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

新
函
館
農
業
協
同
組
合

　代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　

横
道

　重
人

4



畠
山

　良
一

退
任
者
の
挨
拶

前
会
長
理
事

二
本
柳

　
　寛

前
常
務
理
事

川
端

　英
裕

前
常
務
理
事

　春
陽
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
４
月
11
日
開
催
の
第
22
回
通
常
総
代
会
を
も

ち
ま
し
て
、
会
長
理
事
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　平
成
９
年
に
旧
渡
島
大
野
農
業
協
同
組
合
の
理
事
、
14

年
に
新
函
館
農
業
協
同
組
合
の
理
事
に
選
任
さ
れ
、
15
年

か
ら
は
代
表
理
事
専
務
、
18
年
か
ら
代
表
理
事
副
組
合
長
、

20
年
か
ら
29
年
ま
で
代
表
理
事
組
合
長
、
ま
た
29
年
か
ら

は
、
会
長
理
事
と
し
て
厚
生
連
副
会
長
、
共
済
連
北
海
道

副
会
長
、
ホ
ク
レ
ン
代
表
理
事
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る

ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、
退
任
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。
第
７
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
振
興

計
画
を
中
心
と
し
て
、Ｊ
Ａ
は
新
た
な
改
革
に
向
け
、
新
執

行
体
制
の
も
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
農
協
運
営
に
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
よ
り

一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　若
葉
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
令
和
６
年
４
月
11
日
開
催
の
第
22
回
通
常
総

代
会
を
持
ち
ま
し
て
、
新
函
館
農
業
協
同
組
合
の
常
務
理

事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　昭
和
51
年
４
月
に
七
飯
町
農
業
協
同
組
合
に
職
員
と
し

て
奉
職
い
た
し
ま
し
て
、
新
函
館
農
業
協
同
組
合
合
併
以

来
、
平
成
30
年
ま
で
42
年
間
勤
め
さ
せ
て
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
後
、
同
年
４
月
13
日
の
第
16
回
通
常
総
代
会
で
学
識

経
験
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
、
６
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
併
せ
て
48
年
間
と
永
き
に
わ
た
り
管
内
農
業
と
当

Ｊ
Ａ
の
発
展
に
向
け
て
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

組
合
員
は
も
と
よ
り
歴
代
の
役
員
、
職
員
の
皆
様
に
は
多

大
な
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
無
事
退
任
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
函
館
農
業
協
同
組
合
並
び
に

（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同
の
益
々
の
ご
発
展
と
組
合
員
、
役

職
員
、
社
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
令
和
６
年
４
月
11
日
開
催
の
第
22
回
通
常
総
代

会
を
も
ち
ま
し
て
新
函
館
農
業
協
同
組
合
の
常
務
理
事
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
４
月
か
ら
常
勤
監
事
と
し
て
６
年
間
、
ま
た
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
学
識
経
験
常
務
理
事
と
し
て
３
年
間

の
併
せ
て
９
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
、
組
合
員
、
役
職
員
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
無
事
退
任
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　様
々
な
要
因
に
よ
り
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
第
７
次
中
期
経
営
計
画
・

地
域
農
業
振
興
計
画
の
着
実
な
実
践
に
よ
り
「
組
合
員
の

農
業
所
得
向
上
」
お
よ
び
「
地
域
№
１
法
人
に
な
る
」
こ

と
に
向
け
て
、
組
合
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
「
新
た

な
自
己
改
革
」
を
実
践
さ
れ
「
未
来
に
繋
が
る
Ｊ
Ａ
」
を

築
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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代
表
取
締
役 

社
長 

横
道

　重
人

取
締
役

　 

加
藤

　寛
喜

取
締
役 

新
谷

　正
人

監
査
役 

小
澤

　大
栄

監
査
役 
南

　
　茂
樹

新任

（厚沢部）
三浦　安則

新任再任

新任

（北斗・知内）
岡村　栄士

新任

（八雲・せたな）
佐藤　元彦

再任

（七飯）
小坂　寛和

新任

（七飯）
平野　博章

再任

（森）
佐橋　悟

新任

（八雲）
影浦　義和

新任

（八雲）
土本　治

再任

（広域）
岡崎　昭子

新任

（広域）
大原　ノリ子

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同

監

　
　事

広
域
理
事

（七飯・森）
小澤　大栄

（学識経験）
稗貫　昭光

大友　和雄

常勤監事

常務取締役

代表監事
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

し
り
う
ち
地
域
づ
く
り

　
　
　
　協
同
組
合
設
立

【
知
内
】

　知
内
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
を
目
的
と
し
た
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
を
利
用
し
て
、
３
月
25
日
に
「
し
り
う
ち
地

域
づ
く
り
協
同
組
合
」
を
設
立
し
た
。

　理
事
長
に
は
佐
々
木
武
志
氏
が
就
任
。
同
組
合

の
農
業
専
門
で
の
設
立
は
道
内
初
と
な
っ
た
。

　６
月
か
ら
正
式
稼
働
の
予
定
で
、
計
画
で
は
５
人

の
職
員
を
派
遣
し
、
地
域
の
ニ
ラ
生
産
者
の
作
業
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
担
う
。

　三
浦
セ
ン
タ
ー
長
は
「
組
合
を
通
じ
知
内
町
へ
の

移
住
や
労
働
力
不
足
解
消
な
ど
の
一
翼
を
担
う
組
織

と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、Ｊ
Ａ
も
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

設立総会の様子

新
人
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

【
人
事
】

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
と
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
は
４
月

１
日
、
入
組
式
と
入
社
式
を
行
っ
た
。

　式
で
は
新
入
職
員
・
新
入
社
員
10
名
と
正
職
員

登
用
者
・
正
社
員
登
用
者
22
名
に
対
し
横
道
代
表

理
事
組
合
長
・
代
表
取
締
役
が
配
属
先
の
辞
令
を

交
付
し
た
。

　新
入
職
員
・
社
員
を
代
表
し
、八
雲
営
農
セ
ン
タ
ー

営
農
課
に
配
属
さ
れ
た
菅
野
職
員
が
「
組
合
員
に

頼
ら
れ
る
職
員
を
目
指
す
と
共
に
、
組
合
員
あ
っ
て

の
Ｊ
Ａ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
上
司
や
先

輩
、
そ
し
て
仲
間
た
ち
と
協
力
し
、
地
域
農
業
の

活
性
化
と
新
函
館
農
協
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
表
明
し
た
。

決意表明をする菅野職員（左）

通
学
を
安
心・安
全
に

【
七
飯
】

　七
飯
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
取

り
組
み
と
し
て
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
４

月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
、朝
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ
、

児
童
の
通
学
を
見
守
っ
た
。

　全
日
本
交
通
安
全
協
会
の
依
頼
の
も
と
、
七
飯

町
内
の
小
・
中
学
校
の
入
学
式
や
始
業
式
の
日
に

合
わ
せ
、
同
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
実
施
。

　町
内
の
七
重
小
学
校
に
登
校
す
る
児
童
の
通
学

路
は
、
交
通
量
が
と
て
も
多
い
為
、
国
道
沿
い
の
交

差
点
で
交
通
安
全
の
旗
を
持
っ
て
立
ち
、
見
守
っ
た
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
岸
井
営
農
セ
ン
タ
ー
長
は「
横

断
歩
道
を
渡
る
際
は
左
右
の
確
認
を
し
っ
か
り
行

い
、
自
動
車
や
自
転
車
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

通学する児童を見守る職員

ト
マ
ト
共
選
ス
タ
ー
ト

【
森
】

　森
町
濁
川
地
区
で
温
泉
熱
や
地
熱
を
利
用
し
早

期
に
収
穫
さ
れ
る
促
成
ト
マ
ト
の
共
選
作
業
が
４
月

14
日
に
始
ま
っ
た
。
全
道
で
最
も
早
い
共
選
開
始
。

　促
成
ト
マ
ト
は
７
月
上
旬
ま
で
、
８
月
か
ら
は
抑

制
ト
マ
ト
が
12
月
上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
、
森
営
農
セ

ン
タ
ー
で
は
取
扱
量
１
５
０
０
㌧
、
販
売
高
６
億
３

２
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

　３
月
は
気
温
が
低
く
育
成
に
若
干
影
響
が
あ
っ
た

が
、
４
月
に
入
り
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
い
こ
と
か

ら
食
味
は
良
好
と
な
っ
て
い
る
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
小
笠
原
職
員
は
「
共
選
作
業

で
は
選
別
基
準
を
厳
し
く
順
守
し
、
高
品
質
な
森

町
産
ト
マ
ト
を
消
費
者
へ
届
け
た
い
」
と
話
し
た
。

濁川地区で始まった共選作業

9

﹃
大
好
き
な
農
業
で

　
　
　
　
　
　
地
域
を
元
気
に
﹄

木古内地区　㈱東出農場

東出　雄太さん （35）
ひがしで　ゆうた

取扱品目：水稲4800a／褐毛和種 繁殖牛80頭
　　　　 育成牛30頭／素牛44頭
　　　　 肥育牛110頭

―

就
農
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
農
業
に
触
れ
合
っ
て
い
て
︑
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
本
格
的

に
手
伝
い
を
し
始
め
︑
特
に
牛
と
触
れ
合
う
こ
と
や
農
機
が
好
き
だ
っ
た
た
め
︑

自
然
と
就
農
を
志
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
高
校
卒
業
後
に
道
立
農
業
大
学

校
へ
進
学
し
︑
畜
産
経
営
学
科
で
肉
用
牛
の
コ
ー
ス
を
専
攻
し
ま
し
た
︒
そ
こ
で

畜
産
業
に
関
し
て
の
実
践
経
験
を
積
み
︑
卒
業
後
︑
２０
歳
の
時
に
親
元
に
て
就
農

し
ま
し
た
︒

―

就
農
当
初
と
現
在
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
小
学
生
の
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑
慣
れ
て
い
る
つ
も

り
で
し
た
が
︑手
伝
い
か
ら
後
継
者
へ
立
場
が
変
わ
り
︑責
任
も
伴
っ
て
き
た
た
め
︑

就
農
当
初
は
想
像
以
上
に
仕
事
が
で
き
ず
︑
覚
え
る
こ
と
に
必
死
で
し
た
︒

　
そ
れ
で
も
農
業
が
好
き
な
こ
と
︑
結
婚
し
た
こ
と
や
子
供
が
で
き
た
こ
と
も

き
っ
か
け
に
な
り
︑
ま
す
ま
す
仕
事
に
対
し
て
の
意
欲
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
︒

―

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
後
継
者
と
し
て
︑
先
祖
代
々
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

く
か
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
現
段
階
で

は
省
力
化
や
高
温
対
策
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
将
来
的
に
は
同
世
代
の
農
家
と
農
業

で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒

牛舎に入ると牛の親子が出迎えてくれまし
た！
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ハウス夏秋どりトマトの定植と生育初期の管理

１　定植畑の準備

　冬期間ビニールを除去していないハウスや前作を作付けしたほ場では、肥料成分が残存している場
合が多いため、土壌分析を行って結果に基づき施肥量を決めましょう。特に、リン酸が過剰な土壌が
増えています。リン酸成分の少ない肥料の使用や単肥の組み合わせなども検討して下さい。
　夏秋どりトマトの施肥標準は表１のとおりです。各
養分毎の施肥対応は北海道施肥ガイドWEB（https://se-
higuide.jp/）で計算することができます。参考にしてく
ださい。

⑴ 施肥量について

２　定植から生育初期の管理

　定植適期は、第1花房の1花が開花し、ポットの根鉢が崩れない程度の
根巻きになった時期です(写真1)。若苗では、草勢が強くなりすぎて果実
の着果や肥大が悪くなる恐れがあります。一方、老化苗は、活着不良に
より根の伸長が遅れ、草勢が弱くなります。適期に定植できるようほ場
準備を計画的に行いましょう。

⑴ 定植時の苗質

　苗は通路側に花房を向けて定植します。根鉢が硬い場合は軽くほぐし
て植えます。また、地際の茎を握ると障害が発生しやすいので、茎は持
たないようにしましょう。

⑵ 定植

　定植後は１株ずつ手かん水し、活着まで乾かないようにし
ます。活着したら（図1）、第１果房がピンポン玉大になる
まではやや少なめの水分管理を行って根を深く張らせ、その
後は、かん水量を徐々に増やしていきます。５～６月は日射
量が多い季節です。かん水量の不足に注意しましょう。追肥
型の施肥体系の場合は、この時期から追肥を開始するのが一
般的です。
　１段目の着果は、苗質や天候等で着果不良になる場合があ
ります。マルハナバチを利用している場合でも、１段目はホ
ルモン処理で確実に着果させる方が良いでしょう。

⑶ 生育初期の管理

　耕起や畦立て、マルチ設置は適切な土壌水分で行うことが大切です。握ると土塊が簡単に作れて、
土塊を押すと崩れる程度の水分が望ましく、乾燥している場合は２～３ℓ／㎡程度のかん水を行って
から耕起を行いましょう。
　順調な活着のためには、低温期は定植７～１０日前にマルチを設置し、定植時の地温を最低でも１
５℃以上（深さ１０ｃｍ前後）に確保することが極めて重要です。逆に高温期の定植では、地温を下
げるため白黒マルチの使用などを検討しましょう。

⑵ ほ場準備

表 1　夏秋どりトマト施肥標準

写真１　定植苗

図１　活着判定の目安

基準
収量

（kg/10a）

9,000 10 20 40

Ｎ Ｐ２Ｏ５

基　　肥　(kg/10a)

Ｋ２Ｏ

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲
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水稲

◎育苗後半　管理のポイント

　近年、育苗後半期の気温が高い傾向にあります。
　苗の徒長を防ぐため、ハウスの換気とかん水に気をつけ、健苗育成に努めましょう。
　徒長苗は、活着、分げつの発生が遅くなり、穂揃いが悪くなります。

（１）早期異常出穂防止のため、育苗後期のハウス内温度は25℃以上にならないように注意しましょう。
（２）中苗・成苗は育苗日数30日程度とし、老化苗の移植を避けましょう。
（３）やむを得ず育苗日数が長くなる場合は苗床追肥（表１、追肥３回目）を行い、苗の老化を防ぎましょう。
（４）目標葉数を確保できたら、降霜、強風に注意しながら夜間もビニールを開放するなどして、苗の充実と
　　　硬化に努めましょう。
（５）５月中旬以降は外気温が高くなり、苗の生育が旺盛になります。ハウスの換気を十分に行い、積極的に
　　　外気温に馴らしましょう。
（６）かん水は、朝霧の付着程度などを観察した上で、天候も加味して水量を加減しましょう。

表１　育苗管理のポイント

項　　　　　目

管　理　目　標

18～20℃
温度に注意して換気を十分に行う

外気温と同じ
18℃～外気温

外気温に十分馴らし、かん水を行う
苗の徒長防止 苗質の充実化

20℃以上や晴天日

各時期とも、与えた水が蒸発する条件下（晴天日など）でかん水する
早朝葉先に水滴の付着が少なくなった時

早朝（10時迄）に行うか、日向水などを使用して、苗の急激な温度変化と、地温の低下を
防ぐ

本葉1.5葉～3.0葉 3.0葉～移植

管　理　要　点

管

　理

　内

　容

温
度

か
ん
水

適　温

基　準
目　安

手　法

換　気

温度調節

追 肥

晴天時は早朝（６時頃）より
肩・裾換気、夕方早く閉じる

１回目：1～1.5葉期
２回目：2～2.5葉期
３回目(必要に応じて)：移植前
●施肥量：窒素成分で１g/箱
例
･ＮＰ57：7g/箱
・苗床追肥用尿素複合液肥：100倍液 500ml/箱
・硫安：5g/箱(水に溶かして使用)
水100ℓ：硫安1kg(500ml/箱、200枚分)
※成苗ポットは原則追肥しない

目標葉数を確保できたら降霜に注意し昼
夜とも、肩･裾開放

不完全葉黄化する

老化苗のサイン

苗の徒長を防ぎましょう！

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 10



しょうゆ ………… 大さじ２と１/２
酒 ……………………… 大さじ２
塩 …………………… 小さじ１/４
サラダ油……………… 大さじ１/２

水菜・人参 ……… 彩りとして少々

上段左から、手塚貴美子さん、東出久穂さん、佐藤智子さん
下段左から、手塚喜美子さん、森永尚美さん

は
こ
だ
て
和
牛
と
キ
ノ
コ
の
甘
辛
混
ぜ
ご
飯

木
古
内
町
産
の
は
こ
だ
て
和
牛
を
使
っ
た

は
こ
だ
て
和
牛

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

木古内地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

木古内地区女性部

作り方

①牛肉を１口大に切って、塩をふる。
②マイタケを食べやすい大きさにほぐし、エノキは根元を落とし半分に切り、ショウガはみじん切りにす
る。
③フライパンに油を入れ、ショウガを弱火で炒め、香りが出たら中火にし、牛肉を入れて炒める。
④牛肉の色が変わったら、キノコ類を入れ、しんなりしたら調味料を加えて、汁気がなくなるまで炒める。
⑤ご飯を加え、混ぜ合わせ、盛り付けしたら完成

「最後の仕上げに水菜や人参を添える
と色鮮やかに仕上がります」

「牛肉が焦げないように、炒め続けな
がら具材の追加をしましょう」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

#木古内町産
#はこだて和牛＃キノコ＃混ぜご飯
#おかあちゃんの工夫展受賞作品

【
栄
養
素
】
鉄
分
・
亜
鉛

【
効
果
】
豚
肉
や
鶏
肉
と
比
べ
て
鉄
分
・
亜
鉛
の
含
有
量
が
高
い
と
さ
れ
る
牛
肉
は
、

疲
労
回
復
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
す
。

材料（４名分）
はこだて和牛切落し……… ２００ｇ
ご飯…………………………４人分
マイタケ…………………… １００ｇ
エノキ……………………… １００ｇ
ショウガ ……………………２かけ
砂糖 …………………… 大さじ２
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手軽に楽しめる小果樹栽培のポイント

１ ブルーベリー
 ⑴ 植付け時の留意点
　① まずは品種選びから
　ブルーベリーは小果樹の中では寒さに弱いので品種の選
定が重要となります。ノーザンハイブッシュ種の系統が寒
さに強いので、その中から品種を選んでください。また、結
実には他品種も必要です。できれば早生種、中生種、晩生種
の 2～ 3品種を植えると長期間楽しめます。

２ ハスカップ
 ⑴ 栽培の留意点
・ハスカップは１ 樹では結実しないので、品種及び他の系統
　との混植が必要です。
・土壌の適応性は広く、pH4 ～ 7 で生育しますが、弱酸性
　(pH5.5) 前後で生育が良好になります。ただ、浅根性なので、
　乾燥しやすい土壌や水はけの悪い土壌は適しません。
・植え穴に完熟たい肥か矯正したピートモスを混入して埋め
　戻し、その上に苗木を植栽します。
・植付け後、株元に稲わらなどを置いて有機物マルチをし、乾
　燥防止と雑草を防止し活着を促します。

　③ 有機物マルチとかん水管理
　乾燥防止と雑草対策のため、株元に籾殻や稲わら、チップ
などで厚さ 10 cm 程度のマルチを行います。これらの資材
がない場合は、黒マルチでも良いです。また、生育を良くす
るために積極的にかん水を行ってください。

　② ほ場準備と植え付け
　ブルーベリーは酸性土壌 ( pH 4.2 ～ 4.8) を好み、排水性や通気性の良い有機物を多く含んだ土
が適しています。特に、土壌の酸度が生育を大きく左右しますので、植付け前の土壌改良が重要で
す。
　植え穴 ( 深さ 30cm、直径 40 ～ 50cm) に pH未調整のピートモスを 50ℓを目安に入れます。ポッ
ト苗は土を軽くほぐす程度とし、やや浅めに根をピートモスで包むようにして植えます。

◎お薦め品種　・早生種： ウェイマウス、ジューン
　　　　　　　・中生種： ノースランド、ブルークロップ、レカ、プル
　　　　　　　・晩生種： バークレイ

　庭先で手軽に栽培しやすい「ブルーベリー」「ハスカップ」について紹介します。

ブルーベリーの果実

稲わらによる有機物マルチ

ハスカップの果実

渡島農業改良普及センター

渡島農業改良普及センターのホームページ
http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、
是非ご覧下さい！

▲グリーンタイムがホームページで
　閲覧できるようになりました
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日
ご
ろ
か
ら
当
Ｊ
Ａ
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る

際
に
ご
提
出
頂
き
ま
し
た
住
所・氏
名
な
ど
の

事
項
に
つ
き
ま
し
て
、そ
の
記
載
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、書
面
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
組
合
に
加
入
後
、以
下
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

・
転
居
し
た

・
結
婚
し
て
姓
が
変
わ
っ
た

・
就
農
・
離
農
し
た

・
農
業
経
営
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た

・
組
合
員
で
あ
る
家
族
が
亡
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

　
右
記
に
該
当
す
る
場
合
は
組
合
員
資
格

が
変
動
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
営
農
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
　
総
務
企
画
課

ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
か
ら

産
地
を
守
る
た
め
に

※

Ｊ
Ａ
の
洗
車
場
は
、
広
域
用
（
八
雲
町
花
浦
87‐

２…

　右
図
）
と
厚
沢
部
管
内
（
松
園
選
果
場
、
館
地
区
、
鶉

　地
区
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
：
館
・
鶉
の
洗
車

　場
使
用
に
は
専
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
）。

①
自
家
菜
園
で
あ
っ
て
も
自
家
種
は
使
用
せ
ず
、
正
規
の

　種
子
馬
鈴
し
ょ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
の
畑
に
は
無
断
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
馬
鈴
し
ょ
の
作
付
サ
イ
ク
ル
は
４
年
輪
作
に
努
め
ま

　し
ょ
う
。

④
馬
鈴
し
ょ
の「
野
良
生
え
」は
、必
ず
抜
き
取
り
ま
し
ょ

　う
。

⑤
視
察
等
の
際
に
は「
ブ
ー
ツ
カ
バ
ー
」の
装
着
を
徹
底
し

　ま
し
ょ
う
。

⑥
発
生
地
域
か
ら
の
土
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
自
動
車
や

　農
作
業
機
械
の
洗
浄
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
土
中
で
10
数
年
も
生
存

す
る
厄
介
な
害
虫
で
、
根
絶
の
た
め
の
有
効
な
対
処
法
が
な
く
、

侵
入
し
密
度
が
増
す
と
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
量
が
激
減
し
ま
す
。

発
生
し
た
地
域
（
字
単
位
）
で
は
移
出
用
種
子
馬
鈴
し
ょ
の

作
付
自
体
が
出
来
な
く
な
る

な
ど
、
種
芋
産
地
の
存
亡
に

関
わ
る
脅
威
で
す
。

●
ま
た
、
平
成
27
年
８
月
に
は

類
似
種
の
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
』
が

網
走
市
内
の
一
部
圃
場
に
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
冷

涼
な
環
境
に
強
い
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
り
、
引
き
続
き
脅

威
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

☆
ま
ん
延
防
止
対
策
へ
の
一
層
の

　
　
　
　
　
　
　 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
☆

旧
国
道
5号

線

至
八
雲
市
街
↓

八雲洗車場 地図
【拡大図】

排
水

至
函
館
↓

↑
至
長
万
部

函館米穀
八雲工場跡地

洗車場

国
道
5
号
線

砂置場

【広域図】

←熊石方面

洗
車
場

国道227号

八
雲
市
街

（
遊
楽
部
川
）

八
雲
大
橋

至
函
館

至長万部

ツバメ
工場 国

道
5
号
線

2
車
線
バ
イ
パ
ス

道
南
は
馬
鈴
し
ょ
の
産
地
で
す
。
厚
沢
部
町
と
八
雲
町
で
は

種
子
馬
鈴
し
ょ
も
生
産
さ
れ
、
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

▲ジャガイモシロシストセンチュウの付着状況（根）

地
域
の
皆
様
へ
お
願
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　本
店
営
農
企
画
課

（
0
1
3
8
‐
77
‐
5
5
5
7
）
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Information

　第７次地域農業振興計画で掲げた基本対策を
着実に実践し「農業所得の増大」「対話を通じた
組合員との関係強化」を目指します！

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
…

営農企画課

で
す
！

JA各部署の
職員と意気込みを
ご紹介する
コーナー。

菊
谷
部
長

山
﨑
課
長

和
田
職
員

中
田
係
長

丸
崎
職
員

齊
藤
職
員

坂
本
職
員

門
口
課
長

赤
田
係
長

吉
田
職
員

佐
藤
係
長

成
田
主
査

奈
良
係
長

沼
山
課
長

田
山
部
長

二
ッ
森
主
査

田
代
課
長

堤
主
査

下
山
主
査

工
藤
主
査

小
川
店
長

伴
職
員

吉
田
係
長

佐
藤
職
員

岩
沢
職
員

竹
内
職
員

　農業資材の安定供給を目指し、予約取りまとめ購
買の推進からコスト低減型資材と省力化資材の提
案を行い、相談対応機能の向上に努めます！

生産資材課

農業振興部

　第７次中期経営計画・地域農業振興計画で掲
げる基本目標の実践により販売体制を確立し、
農業所得の増大を目指します！！

農産園芸課
　第７次地域農業振興計画・中期計画に掲げた
目標を達成するため、「情報収集」と「ＰＲ発信」
を強化し、農業所得の増大を目指します。

米穀畑作課

　直売所をご利用していただき、ＪＡ農産品と
加工品ＰＲ等でのＪＡファン獲得と消費交流機
会づくりに努めます。

あぐりへい屋

生産販売部

JOB
.com

Department job Introduction

農
業
振
興
部
・
生
産
販
売
部
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たまごたまごたまごたまご

ポイントカード

ご入会
受付中！

ご入会
受付中！

iZAカード

期間中
ガソリン・軽油
20L以上給油で、
たまご10個
プレゼント！

期間中
ガソリン・軽油
20L以上給油で、
たまご10個
プレゼント！

※詳しくはスタッフまでお問い合わせ下さい。

2日間の5 25日土 26日日
※1台につき最大10個とさせていただきます。   ※営業時間はSSにより異なります。  ※上ノ国・若松店は日曜定休となります。 
※当日分のプレゼントがなくなり次第キャンペーンを終了させていただきます。

キャンペ
ーンプレゼン
ト！！

キャンペーン期間

ホクレン知内SS 〒049-1103 上磯郡知内町字重内31番地309 TEL.01392-5-5110

ホクレン厚沢部SS 〒043-1114 檜山郡厚沢部町本町45-15 TEL.0139-64-3303

ホクレン八雲SS 〒049-3113 二海郡八雲町相生町92-3 TEL.0137-62-3535

ホクレン長万部SS 〒049-3521 山越郡長万部町字長万部450番地1 TEL.01377-2-2316

ホクレン上ノ国SS 〒049-0611 檜山郡上ノ国町字大留157 TEL.0139-55-2207

ホクレン駒ヶ岳SS 〒049-2313 茅部郡森町字森川町304-2 TEL.01374-2-0631

ホクレン大野SS 〒041-1201 北斗市本町716-15 TEL.0138-77-7775

ホクレン大中山SS 〒041-1122 亀田郡七飯町字大川6丁目2番2号 TEL.0138-65-4350

ホクレン若松SS 〒049-4752 久遠郡せたな町北檜山区若松519番地 TEL.0137-85-1713

ホクレン木古内SS 〒049-0412 上磯郡木古内町字大平27番地14 TEL.01392-2-2133

ホクレン乙部SS 〒043-0104 爾志郡乙部町字館浦494-1 TEL.0139-62-3450

ホクレン北檜山SS 〒049-4514 久遠郡せたな町北檜山区豊岡86番地5 TEL.0137-84-4542
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Information

受賞した佐藤さん（前列左から３人目）

昭人さんと「長万部ラクレット」

国
際
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
に
て

部
門
金
メ
ダ
ル
受
賞

川
瀬
チ
ー
ズ
工
房

　長
万
部
町
の
川
瀬
チ
ー
ズ
工
房
で
製
造
さ
れ
る
「
長
万
部
ラ
ク
レ
ッ
ト
」
が
３
月

５
日
〜
７
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
て
行
わ
れ
た
国
際

チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「W

orld Cham
pionship Cheese Contest 

2
0
2
4
」

に
て
、
ラ
ク
レ
ッ
ト
部
門
で
部
門
金
メ
ダ
ル
受
賞
を
果
た
し
た
。

　同
工
房
で
は
代
表
で
あ
る
昭
人
さ
ん
の
兄
、
直
人
さ
ん
が
営
む
川
瀬
牧
場
に
て
生

産
さ
れ
た
新
鮮
な
生
乳
を
原
料
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
製
造
・
販

売
を
行
う
。

　昭
人
さ
ん
が
手
掛
け
る
チ
ー
ズ
は
、
直
人
さ
ん
が
土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
っ
て
生

産
し
た
生
乳
の
、
日
々
の
成
分
変
化
や
、
気
温
、
湿
度
に
気
を
配
り
、
細
か
な
調
整

を
し
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
常
に
考
え
な
が
ら
製
造
に
臨
ん
で
い
る

と
い
う
。

　昭
人
さ
ん
は
「
今
回
の
よ
う
な
国
際
コ

ン
テ
ス
ト
に
て
国
産
チ
ー
ズ
が
受
賞
す
る

こ
と
で
海
外
で
も
国
産
チ
ー
ズ
や
乳
製
品

の
需
要
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
。
町
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
の
で
、
引
き

続
き
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

最
優
秀
賞
に
佐
藤
美
登
子
さ
ん

女
性
・
高
齢
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表
彰

　北
海
道
が
実
施
す
る
令
和
５
年
度
の
「
女
性
・
高
齢
者
チ
ャ
レ
ン

ジ
活
動
表
彰
」
に
て
厚
沢
部
町
の
佐
藤
美
登
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
。農
業
委
員
や
女
性
部
活
動
を
通
じ
た「
地
域
社
会
参
画
活
動
」

が
評
価
さ
れ
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
現
在
４
期
目
の
同
町
農
業
委
員
で
、
農
業
の
振
興
方

策
や
農
村
づ
く
り
に
参
画
。
女
性
部
活
動
で
は
、Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
女

性
部
長
や
道
南
地
区
女
性
協
議
会
長
、
北
海
道
女
性
協
議
会
副
会
長

を
務
め
て
お
り
、
女
性
農
業

者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
に
も

貢
献
し
て
い
る
。

　受
賞
に
つ
い
て
佐
藤
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

こ
と
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
若
い
方
々
に
仲

間
で
集
ま
る
こ
と
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
押
し
つ
け
の

な
い
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
た
。
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クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の
　　種類からお好きな商品を　　袋お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋100g入り）

応募締め切り 5月17日（金）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

こたえ
ご希望のプレゼント

※右記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

プレゼント

　　 E-mailアドレス  marin.221102@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて本店 農業振興部 営農企画課
FAX：0138-77-5563

〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

2 3
1

農協ラーメン ・あっさぶの豆

みんなのまるめ郎広場

2030年以降に北海道新幹線が札幌の方へ延伸する話を新聞などで見たり、TV
のニュースでも見た覚えがありますので、そちらに行けるのを楽しみにしてい
ます。

埼玉県 T.T.さん

自宅前の木々にエゾリスが頻繁に現れます。エサを置いておくとくわえて木に
登っていきます。とってもかわいいです。

せたな町 となりのトトロさん

仕事ができることで毎日が楽しいです。皆様はどうでしょうか。

知内町 山親爺さん

いつも楽しく拝見しています。家庭菜園で夏野菜の準備をしています。

大阪府 たろやんさん

広報誌を楽しく拝読しました。

京都府 サラダさん

４月５月６月と農作業ラッシュですが、子供のイベントでも大忙し。頑張る
ゾー！

厚沢部町 のんPさん

いよいよ本格的に農作業が始まります。今年も頑張りましょうね。

せたな町 春を待っていたバーバさん

田んぼのあぜの緑も濃くなってきましたね。いよいよ農作業も本格的になりま
すね。

せたな町 あおいのじいちゃんさん

暖かい日が続いているので作物の育成が楽しみです。

北斗市 幸太夫さん

雨降りで家にいたので、楽しみました。新鮮なカブをもらったので、つけも
の、油いためとして食べました。やっぱりおいしいですネ！

七飯町 バーバちゃんさん

最近、こいのぼりを飾っている風景を見なくなりました。子供の日の実感が薄れ
ていますね。

愛知県 あふがんさん

埼玉県　T.T.　さん
クイズ当選者

今月号の当選者 今月は 11件の応募があり、厳正な抽選の
結果、次の1名の方が当選となりました。

Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数
字のどれかを入れます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線
で囲まれた3×3のブロック（それぞ
れ9マスあるブロックが9つ）のいず
れにも1から9までの数字が1つず
つ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った
数字の合計は？

Q.

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

全部埋めなくても
答えはでるよ！

まずは「３×３のブロック」で
数字を順に考えてみよう！

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。
※コメントのないもの、ペンネームに不適切な表現があるものについては
　無効とさせていただきます。

13
前回の答え

19

Information

第
3
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
６
年
４
月
５
日（
金
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①
第
１
回
債
権
回
収
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　②
第
１
回
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
会

　
　
　③
第
３
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会

　
　

（
２
）
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

（
３
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
４
）
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
組
状
況
（
３
月
末
）
に
つ
い
て

　

（
５
）
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ

　
　
　い
て

報
告
事
項

第
１
号

　第
4
四
半
期
定
期
（
決
算
）
監
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
２
号

　令
和
6
年
度
不
良
債
権
対
処
方
針
に
基
づ
く
個
別
対
処
方
針
の
選
定
に
つ
い
て

第
３
号

　信
用
供
与
2
億
円
超
に
係
る
賃
貸
住
宅
ロ
ー
ン
の
貸
出
に
つ
い
て

議
　
　案

第
４
回
理
事
会（
臨
時
）

●
日
時
／
令
和
６
年
４
月
１２
日（
金
）１３
時
〜

　●
場
所
／
道
南
農
業
会
館

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
専
門
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号

　組
合
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
３
号

　常
務
の
業
務
分
担
に
つ
い
て

第
４
号

　定
款
34
条
第
５
項
に
よ
る
常
務
理
事
の
職
務
代
理
順
位
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号

　（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同

　役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

第
６
号

　専
門
委
員
会
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

第
７
号

　令
和
６
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て

第
８
号

　退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
９
号

　役
員
傷
害
共
済
の
継
続
加
入
に
つ
い
て

第
10
号

　役
員
就
業
中
災
害
補
償
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
11
号

　常
勤
理
事
引
継
に
伴
う
立
会
人
の
選
任
に
つ
い
て

第
12
号

　行
政
庁
に
提
出
す
る
令
和
５
年
度
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

議
　
　案
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第
2
6
1
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
6年
5月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

まるめ郎アルバム
マルメロード第131章

Ｄａｙ：2024.4.19

　先日川瀬チーズ工房へ行き、ミルクと期間限定のくるみキャラメルの
ジェラートを頂いてきました！濃厚なのにさっぱり食べられるミルクと、く

るみの食感が良くキャラメルと相まっ
ていてどちらのジェラートも甘すぎ
ず、とても食べやすかったです。時期
によっては種類が変わるらしく、次は
どんな味が出てくるのか楽しみです！

編集後記

　4月からえすぽわーるの編集を担当させていただくこととなりました
農業振興部営農企画課齊藤茉林と申します。読者の皆様に、より有
用な情報をわかりやすく発信していくよう努めてまいりますのでよろしく
お願いいたします！ （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材料（4～6人分） 作り方

卵 ……………………………………………… 3個
春巻の皮 ……………………………………… 5枚
ソーセージ …………………………………… 6本
じゃがいも …………………………………… 1個
たまねぎ …………………………………… 1/2 個
グリンピース …………………………………150g
オリーブ油 ……………………………… 大さじ 1

Ａ　顆粒スープの素（洋風）…………………小さじ1
　　湯 ……………………………………… 200ml
　　塩 ………………………………… 小さじ1/3
　　こしょう……………………………………… 少々

B　牛乳 ……………………………………… 200ml
　　プレーンヨーグルト……………………1/4カップ
　　ピザ用チーズ ………………………………100g

今月号の表紙について

撮
影
場
所

品
　
　
目

濁
川
地
区
に
て
撮
影

JA新はこだて
ホームページ

№261
5月号
2024年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　
　〜
第
２２
回
通
常
総
代
会
〜

　
　新
執
行
体
制

　
　退
任
役
員
の
ご
挨
拶

8
‐
道
南
を
農
す

　
　木
古
内
町

　東
出

　雄
太
 さん

9
‐TO

PICS

10
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

13
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

14
‐JO

B.com

15
‐Inform

ation

　
　ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
蔓
延
防
止

　
　川
瀬
チ
ー
ズ
工
房
世
界
一
受
賞

　
　ほ
か

17
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

18
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

19
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

20
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

ト
マ
ト

彩りがきれいで花畑の
よう

グリンピースとソーセージの春キッシ
ュ

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

4 オリーブ油で③とグリンピースを炒めてAを加え、6分蒸し煮し、ふたを
取って水分を飛ばす。

1 卵を溶きほぐす。

2 耐熱性の容器に薄くオリーブ油（分量外）を塗り、春巻の皮をずらしなが
ら貼る。皮の重なる部分は①を少量塗って貼る。

3 ソーセージ、じゃがいも、たまねぎは1cm角に切る。

5 卵液にBと④を混ぜて②に流し入れる。

6 オーブンを180℃に熱しておき、⑤を35～40分焼く。

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」


